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問合せ：観光農水課　☎893-4411　内線443

　宜野湾市における人事行政の運営について公表します。     
　宜野湾市では、平成17年12月に宜野湾市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例を制定し、同12月26
日付けで施行しています。
　職員給与や職員数、勤務条件などについて情報を毎年公表することで人事行政の透明性を高め、その公正な運
営を行います。尚、公表の内容は本市の各任命権者からの報告と各種調査資料を基に作成しています。

１　職員の任用及び職員数に関する状況
（１）職員の任用に関する状況（平成26年度）
ア　任命権者別採用者数

※上記、市長部局で17人採用後、教育委員会へ２名出向、水道局へ１名出向。
※上記、市長部局14人のうち、10名行政職、１名建築職、１名上級土木職、２名土木職。
※上記、消防４人は消防職。 

部門別職員数の状況と主な増減理由 
※上記表においては、総務省地方公共団体定員管理調査に基づき作成しています。

部局 市長 議会 選管 監査 教委 消防 水道 市全体
採用者数 14 0 0 0 4 1 234

（単位：人）

部局

内訳
定年
勧奨
その他

市長 議会 選管 監査 教委 消防 水道 市全体
退職者数

（単位：人）イ　任命権者別退職者数

（４）定員適正化計画の数値目標及び進捗状況
平成27年４月１日現在における定員について                       
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（単位：人）（3）年齢別職員構成の状況（平成２7年４月１日現在） 

区　分
部　門

職　員　数 対前年
増減数 主な増減理由平成26年 平成27年

一般行政部門

特別行政部門

合　計

公営企業等
会計部門

(各年4月1日現在　単位：人)（2）部門別職員数

徴収業務体制の充実を図るため
子ども子育て支援対策強化や権限移譲等に伴う業務量増への対応のため
組織統合のため
組織改正のため
組織改正のため
新規事業や、組織体制の充実を図るため
キャンプ瑞慶覧西普天間地区返還にかかる業務増等のため

学校給食調理業務等の委託等のため
消防組織体制の充実を図るため

特別養護老人ホーム宜野湾市福寿園の民間委譲のため
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　平成17年11月に策定した定員適正化計画では、平成22年４月１日現在の職員数を672名とする内容でしたが、総務省が
平成18年８月に示した更なる指針に基づき、計画を延長し、最終的には職員数を665名まで削減する計画でした。しかしなが
ら、計画策定時には予測し得なかった国や県からの権限移譲による業務量の増や、震災に起因する防災体制の強化等による増
員を余儀なくされ、達成には至りませんでした。
　現時点において、新たな定員適正化計画策定には至っておりませんが、具体的指標に基づく適切な定員管理を実施すべく、
新たな計画策定について検討を重ねて参ります。
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宜野湾市人事行政の運営等の公表宜野湾市人事行政の運営等の公表

　ターウム（田芋）は親芋の周りに小芋が多くできることから、古くか
ら子孫繁栄の縁起の良い食材として、人が集まるお祝いごとには欠かせ
ない沖縄の伝統食材となっています。
　宜野湾市大山は県内でも有数の
ターウムの産地であり、宜野湾市
のターウムは「香りが豊かで、ホ
クホクの食感」だと市内外からも
評判の良い本市の特産品です。
　生産者が毎日心を込めて作り上
げたターウムを旧盆に向け続々収
穫中です。ぜひ、旧盆用として宜野
湾市のターウムをご利用ください。

（市の役割）
第３条　市は、宜野湾市ターウムの日の啓発に努め
るとともに、当該日を中心として宜野湾市ターウム
の普及推進のために必要な施策を行うものとする。
２　前項の施策を進めるに当たっては、市は、生産
地域の特性を理解し、地域間の調和に努めるととも
に、関係団体等と連携を図り、生産者及び市民の理
解と積極的な参画が得られるよう努めるものとする。

（市民の役割）
第４条　市民は、宜野湾市ターウムの日についての
理解及び関心を深めるとともに、ターウムの消費及
び利用によりターウムの普及に配慮するものとする。

（生産者の役割）
第５条　生産者は、宜野湾市の伝統野菜であり特産
品であるターウムを生産することに誇りを持ち、技
術の向上及び継承に努めるものとする。

７月１日より「宜野湾市ターウムの日に関する条例」が施行されました
２月６日は「宜野湾市ターウムの日」
ター ム

旧盆用ターウム収穫中 !!

私たちが作っています！

☎943-1826
大山 7丁目 1350-81

ターウムの購入はこちらで！
JAファーマーズマーケット

はごろも市場

市　普及推進のための施策
市民　消費、利用
生産者　技術の向上、継承

今後の施策展開

※大山田芋動画YouTube配信中！

大山田芋 検索

２月６日は「宜野湾市ターウムの日」
ター ム

　宜野湾市のターウム（田芋又は水芋を意味する方言）は、豊富な湧き水、恵まれた地域資源の中で育まれ、先人た
ちのたゆみない努力によって受け継がれてきた本市の伝統野菜であり特産品である。
　また、宜野湾市のターウムは、沖縄県の伝統料理にも欠かせない魅力ある食材であるとともに、市内小中学校の学
校教育においても重要な役割を担っている。
　魅力ある宜野湾市のターウムを次世代に継承するとともに、多くの市民・県民が愛着をもつよう、ターウムのター（タ
ーチ：２を意味する方言）と、ム（ムーチ：６を意味する方言）の語呂合わせをとり、宜野湾市ターウムの日を設ける。
（目的）
第１条　この条例は、宜野湾市の伝統野菜であり特産品であるターウムが将来にわたって持続的に生産及び供給され
るために、市、市民及び生産者の役割を明らかにし、魅力ある食文化の継承を図ることを目的とする。
（宜野湾市ターウムの日）
第２条　宜野湾市ターウムの日は、２月６日とする。
（略）
附　則　この条例は、平成27年７月１日から施行する。

宜野湾市ターウムの日に関する条例（抄）

（生産関連）
・生産者および生産組織への生産補助
（普及関連）
・ノボリを用いた大山産田芋ＰＲ事業　
・市産業まつり等での販売促進活動
（教育関連）
・学校給食での計画的な田芋利用　
・田芋畑での職場体験や自然学習　
・田芋動画ＤＶＤを市内小中学校へ配付

市、市民、生産者の役割（第３条～５条）


